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大豆の現地講習会を開催 
 

 ８月７日と８日に、ＪＡ福岡京築大豆部会管内４か所で現地講習会を開催し、約 60

名の生産者が参加しました。 

管内で約 700ha 栽培されている大豆は、昨年度、夏季の干ばつやハスモンヨトウ等の

害虫の多発で過去に例がないほどの減収となりました。 

このため、県育成品種「ふくよかまる」に全面更新となった７年産は、品種特性を活

かした早播きを推進し、地下部の充実による干ばつ対策を講じてきました。 

一方で、ハスモンヨトウ等は昨年よりも早くから多発しており、被害の拡大が懸念さ

れることから、今回の講習会では、害虫対策を重点的に指導しました。 

参加した生産者は、現地圃場で害虫や被害葉の実物を見ながら受講したことで、今後

の防除に向けて理解が深まった様子でした。 

 普及指導センターでは、今後も引き続き現地指導を行い、収量・品質の確保による農

家所得の向上を目指していきます。 
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地域振興課 水田農業係  

 

大豆ほ場での講習の様子 


